


から．…．．｡」図やｽﾗｲドを使ってこんな具
合に説明しても生徒達は不思餓な輯をして教
師を見つめるばかり。あげくの果てはかたわ．

らの出席簿や教科番が地圃の代用品となりジ

エ系チヤーたっぷりの教師の大熱演となった

頃、終りのベルが無情に鳴り鯉<というのが

私の経験であった。

たまたま今年の５月、天草は合津の沖合、

中之島に於てマッピングの舗智会が田村先生

の指導で行われた。周囲が約３M国の小島に整

然と地厨が露出しているさまを見て、全生徒

を１日野外指導のためここにつれてくるのは

困難であるにせよ、この島に似せた模劉を作

り、綱に生かしたらという考えが浮んだ。

前述iりょう慰にがい経験をくりかえしている
私を夏休みがその実戯にうつらせたのである。

模塑は中之島そっくりでなく指導に都合の

よいように適宜改変して１週間で作り上げた。
６■

（図参照）もしこのようなものを作ってみよ

うという方に参考までに作製上の留意点を述

べると

(1)賎色はあらゆる点からみてポスターカラ

ーで充分である。ニスや透明ラッカーによ

る上塗りも海を除いてしなかった。

( )．石膏は水でといてすぐ翌形できるという

便はあるが、重さ・強度・経費ぱどの点か

らみて新聞紙を煮つめて作ったがよい。

(3)台のベニヤ板はうすいとにわんで上の建・

造物がこわれる。２枚はり合わせるとかし

て軽くて厚いもの、丈夫なものを使用する

こと。

(4)面倒でもコツコツと仕上げること。手を

抜いたら抜いただけのものしか出来ない。

これ駐授業にどのように利用するかは､'図.・

を見たらわかって戴けると思うので省略する。

とにかく今迄にくらべると授業に具体性があ

り鋭得力があるのでかなりの能率を上げてい

ると自己滴足している次第。しかし地質概造

についての教具はこれ１つで事足れりという

わけでなくもつと多顧のものを考案製作しな

ければならぬのはいうまでもない。．．
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